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地域全体でおもてなしを
全国各地から参拝者が訪れる

太郎坊・阿賀神社 

　神主 松井佑
ゆういち

一さん

　太郎坊宮は勝利を授ける神様です。そのた
めスポーツ選手や経営者の皆さんが全国から
来られます。初めてお越しになる人は「こん
なに良い所があるとは知らなかった。」と驚
かれます。より多くの皆さんに魅力を知っても
らえるよう、情報発信に力を入れていきます。
　昨年は市内の窯元さんと話し合い、夫婦岩
のカケラが入ったお土産を作りました。今後
はさらに地域の皆さんと手を携え、お越しに
なる人に「東近江市の良いモノ」をアピールし
たいと考えています。もっと東近江市のヒト
やモノとつながり
を持てる場があれ
ば 嬉しいです ね。
ぜひ、地域全体で
観光客をもてなす
という心と絆を築
いていきましょう！

　酒粕や丁字麩など地域の豊かな素材を生か
した、ここにしかない特徴や物語性のある商
品をつくりたいと考えています。工房で働く障
害者が経済的に自立して生活できるように取り
組みたいです。
　当工房は雪野山を望む場所にあります。商
品と同様に観光も雪野山や雪野山歴史公園の
ような地域の豊かな素材を生かして何かでき
ないかと考えています。例えば、蒲生スマート
インターチェンジから見えることを生かして、
古墳で有名な雪野山に子どもが遊べる場所が
整 備できればいい
ですね。
　東 近 江市にも市
民一人ひとりが来訪
者をもてなす「お遍
路さん」のような文
化が醸 成されると
いいですね。

VOICE地域の素材を生かしたい
観光庁による『究極のお土産』に選ばれた

工房しゅしゅ （社会福祉法人あゆみ福祉会）

　工房責任者 大野眞知子さん

VOICE

近江の水、近江の歴史、
近江の暮らしに出会う
「東

ま ち

近江市」

コンセプト・キャッチフレーズ

　

鈴
鹿
の
山
々
か
ら
琵
琶
湖
ま
で

広
が
る
東
近
江
市
は
、
鈴
鹿
山
脈

を
源
流
と
す
る
河
川
が
幾
筋
も
流

れ
、
豊
か
な
大
地
を
育
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
「
水
の
流
れ
」
を
巧
み
に

取
り
入
れ
た
文
化
や
産
業
が
暮
ら

し
を
彩
り
、
奥
深
い
歴
史
を
織
り

な
す
「
時
の
流
れ
」
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の

街
道
が
交
差
す
る
本
市
は
、
木
地

師
や
近
江
商
人
に
代
表
さ
れ
る

「
人
の
流
れ
」
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
市
で

は
、
鈴
鹿
の
山
々
か
ら
生
ま
れ
る

「
水
の
源
流
」、
木
地
師
や
謄
写
版

（
ガ
リ
版
）
の
発
祥
と
い
っ
た
「
も

の
づ
く
り
の
源
流
」、
そ
し
て
、

近
江
商
人
の
発
祥
や
市(

い
ち)

が
立
っ
た
こ
と
に
よ
る
「
商
い
の

源
流
」
と
い
っ
た
源
流
が
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
地
域
資
源
を
つ
な
ぎ
、
魅

力
を
磨
き
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
東
近
江
市

を
目
指
す
た
め
、「
東
近
江
市
観

光
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
の
資
源
を
つ
な
ぎ
、
魅
力
を
磨
く

３つの源流の魅力を大切にしながら、このキャッ
チフレーズをもとに観光施策に取り組みます。

　
　

　

本
市
は
、
鈴
鹿
山
脈
か
ら
愛
知

川
・
日
野
川
な
ど
の
河
川
を
通
し

て
琵
琶
湖
ま
で
の
一
連
の
豊
か
な

自
然
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
で
培

わ
れ
た
奥
深
い
歴
史
・
文
化
・
産

業
な
ど
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
脈
々
と
息
づ
き
、
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

は
、「
観
光
」
素
材
と
し
て
の
結

び
つ
き
が
ま
だ
ま
だ
弱
く
、
十
分

に
そ
の
潜
在
能
力
を
発
揮
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
に
大
規

模
な
観
光
施
設
が
な
い
こ
と
も
あ

り
、
本
市
へ
の
観
光
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
希
薄
で
す
。

　

合
併
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
、「
東
近
江
市
」
と
し
て
の
一

体
感
は
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
誕
生

し
た
「
新
し
い
ま
ち
」
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
知
名
度
や

発
信
力
が
低
く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　
　

　

平
成
25
年
３
月
に
、
市
民
も
来

訪
者
も
暮
ら
し
た
く
な
る
東
近
江

市
の
実
現
を
目
指
し
て
「
東
近
江

市
観
光
物
産
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
発
展
さ
せ
、

よ
り
戦
略
的
、
実
践
的
な
施
策
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
東
近

江
市
観
光
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
観
光
戦
略
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
観
光
に
関
わ
る
団
体
や

事
業
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
実
現
す
る
た
め
、「
５
本
の
柱
」

を
指
針
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
５
本
の
柱
は
単
独
で
成
り

立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
互
い

に
つ
な
が
り
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
強
い
柱
と
な
り
今
後
の
観
光

事
業
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

知
名
度
や
発
信
力
が
低
い

の
が
本
市
の
課
題

観
光
戦
略
は
５
本
の
柱
で

成
り
立
つ
指
針

多くの観光客が訪れる
オンリーワンのまちをめざして

東近江市
観光戦略

◆水の源流（農業）
　琵琶湖へ注ぐ水の集水峡
◆ものづくりの源流（工業）
　木地師（ろくろ技術）発祥の地、謄写　　
　版（ガリ版）印刷機発祥の地
◆商いの源流（商業）
　近江商人発祥の地、市

いち

が立つまち

※東近江市の魅力が詰まった切り絵。
　鯰江町在住の奥居匡さんの作品です。

◆
５
本
の
柱

１　

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

２　

積
極
的
な
誘
客

３　

情
報
発
信

４　

受
入
環
境
の
整
備

５　

人
づ
く
り
と

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

本市の観光
について聞

きました！
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　中学生、観光関係者など
を対象にしたアンケート調
査や、不特定多数を対象と
したオンラインアンケート
調査を実施し、地域資源の
現状でのポテンシャル（可
能性）を調査しました。
　右の表はそのうちの一つ
で、右にいくほど実際に訪
問または体験した割合が高
く、上にいくほどその満足
度が高いことを示していま
す。
　この表から、全体的に満
足度はほぼ高く、リピーター
を増やすポテンシャルがあ
ることがわかります。
　ほかの調査項目で認知度や興味度は全体的に低いことが判明しており、地域資源にポテンシャルはあ
るものの、ＰＲに課題が見受けられます。

満
足
度
（
と
て
も
満
足
し
た+

満
足
し
た
）

大本山永源寺

世界凧博物館東近江大凧会館

日本遺産（伊庭地区・五個荘金堂地区）

道の駅あいとうマーガレットステーション

道の駅奥永源寺渓流の里

太郎坊宮

政所茶

近江米

百済寺鈴鹿10座

木地師の里

近江牛
永源寺温泉 八風の湯

近江商人発祥の地てんびんの里

100％

80％

60％

   0％
20％ 40％ 60％ 80％ 100％

経験度（訪れたことがある・手に取ったことがある観光資源）

■記号の説明・・・ ＝問合せ　 ＝ IP電話　 ＝ファックス

　地域資源を観光資源とするた
めには、市民の皆さんがその価
値に気づき、地域を越えて互い
に共有することが必要となりま
す。そのため、地域に根ざした
私たちの資源を発信できる人材
の育成に加え、資源を紡ぎ合わ
せた物語性のある観光や歩いて
楽しむまちなか観光の推進に取
り組みます。

　観光案内、飲食、物産販売、
公衆トイレ、駐車場、宿泊など
の誘客機能を整えます。本市の
観光資源は、市街化調整区域
に存在していることが多く、こう
した地域について具体的な内容
を定めた個別計画を策定し、誘
客機能の設置が可能となるよう、
関連条例や基準の見直しを検討
します。

　観光関連のデータや地域情報
を収集・検証することで、的確
にターゲットと需要を絞り込み、
情報を発信します。ＳＮＳやＰＲ
動画など発信の形態も多角的に
展開し、さらに、魅力ある旅行
プランを作ってもらえるよう民間
観光事業者との連携を進めます。

地域資源の磨き上げ
と人材育成と連携

ターゲットとニーズ
を明 確にした誘 客
と情報発信の展開

観光資源と土地利用

観光戦略　３つの重点施策

　豊かな生態系に恵まれ、アウトドアなどに
適している鈴鹿山脈の知名度アップや、両市
の観光資源を生かした広域での観光施策を
推進するため、本市の観光戦略とあわせて、
三重県いなべ市と県境を越えた観光戦略を策
定しました。これまで、両市によるアウトドア
フェスの開催、両市観光協会によるパンフレッ
トの発行など、交流を深めてきました。
　さらに、琵琶湖から鈴鹿山脈を介して伊勢
湾に通じる広域観光を進めていきます。

　両市の魅力を
伝える新たな観
光パンフレット
も発行する予定
です。ぜひご覧
ください。

おとなりの三重県いなべ市
と広域観光戦略を策定

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
守
り
継
い
で
き
た
、

歴
史
的
な
景
観
や
社
寺
。

　

作
り
手
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
注
が
れ
た
、
お
い

し
い
作
物
。

　

人
々
の
生
活
と
密
接
し
、
文
化
が
蓄
積
さ
れ
た

豊
か
な
自
然
。

　

私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
る
と
、

た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。

　

い
つ
も
一
息
つ
け
る
景
色
が
、
多
く
の
人
を
ひ

き
つ
け
る
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
つ
も
口
に
し
て
い
る
食
べ
物
が
、
多
く
の
人

を
魅
了
す
る
「
大
地
の
恵
み
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
お
気
に
入
り
の
日
常
は
何

で
す
か
。

　本市の観光パンフレット「近江の國　ここた
び」が完成しました。
　神社や寺院などの名刹、伝統ある祭りのほ
か、体験施設や食に関する情報が盛りだくさん。
　また、市内の写真をたくさん掲載し、「この
まちが育んだ、ここにしかない空気感」を伝え
るパンフレットになっています。本市の魅力を
伝える表紙の切り絵も見どころです。
　  パンフレット

は観光物産課
で配布してい
ます。 詳しく
はお問い合わ
せください。

観光パンフレット
　　　「近江の國 ここたび」

観光のポテンシャル（可能性）を調査しました
本市の地域資源にはリピーターを増やすポテンシャルあり！

　

東
近
江
市
観
光
戦
略
で
は
、
本
市
の
観
光
資
源

を
「
水
の
流
れ
」
に
な
ぞ
ら
え
ま
し
た
。
鈴
鹿
の

山
々
か
ら
伝
う
水
は
、東
近
江
市
の
大
地
を
潤
し
、

農
業
を
は
じ
め
文
化
・
産
業
に
恵
み
を
も
た
ら
し

な
が
ら
琵
琶
湖
へ
注
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
略
を
も
と
に
、「
水
の
流
れ
」
の
よ
う

に
絶
え
ず
観
光
資
源
を
磨
き
、
情
報
を
発
信
し
続

け
な
が
ら
東
近
江
市
の
知
名
度
の
向
上
、
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　　

皆
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
、
私
た
ち
の
ま
ち
「
東

近
江
市
」
の
お
気
に
入
り
を
伝
え
ま
せ
ん
か
。

観
光
物
産
課　
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平成27年10月に開業した道の
駅「奥永源寺渓流の里」。季
節ごとにイベントを開催

昨年10月に阪神百貨店（大阪
市北区）で、ターゲットを絞っ
た物産展を開催

昨年10月に「水」をテーマに
したツアーを開催。地域の食
材をふんだんに使ったランチ

TOPICS 2

観光戦略の「５つの柱」を早期に実現するため、３つの重点施策に取り組みます。

１ 2 ３

TOPICS 1

昨年の「アウトドアフェス」
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